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２ カナダ                Canada 

 

<2005年> 

人口 3,227万人 財政会計年度 ４月～３月

(日本の約１/４)
為替制度 変動相場制

一人当たりＧＤＰ 35,064ドル 通貨  カナダ・ドル

産業構造(ＧＤＰ構成比) １次産業  2.2％
1米ドル＝1.21カナダ・ドル

２次産業  26.1％ 面積 998.5万k㎡ (日本の約26倍)

３次産業  71.7％
 

 経済成長率
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<カナダ経済のこれまで>

 

＜2006年の経済＞ 

2006年の経済成長率は、３％程度となる見込みである（政府見通し3.0％、民間機関25社の平

均2.9％（06年10月時点））。民間機関の見通しは、半年前（06年４月時点3.1％）に比べて若干

下方修正されている。06年前半のカナダ経済は、１～３月期は良好な雇用環境を背景に、個人

消費や設備投資等の国内需要が堅調であったことから、前期比年率3.8％の成長となった。４～

６月期には鈍化して同2.0％となったが、これは、国内需要が堅調に推移する中、輸入が拡大し

たことにより、純輸出のマイナス寄与が拡大したことが大きい。 

輸出面では、原油高の影響でエネルギー産業が好調であるものの、カナダ・ドルが引き続き

対米ドルで増価している中で、製造業への影響が懸念される。カナダ・ドルは高止まりしてお

り、海外需要のマイナス寄与は当面続くとみられる。物価は、消費者物価上昇率が金融政策の

目標圏である前年比１～３％の範囲内で推移している。このところの原油価格の低下に伴い、

エネルギー価格の高騰によるインフレ懸念は後退しつつあるが、足下では、住宅価格の上昇が
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顕著になっているなどインフレ圧力も存在している。 

 

95～04年 2005年 2006年 2007年
政府 ＯＥＣＤ ＩＭＦ 政府 ＯＥＣＤ ＩＭＦ

実質ＧＤＰ 前年比％ 3.3 2.9 3.0 3.1 3.1 2.7 3.3 3.0
  個人消費 同上 3.2 3.9 － 3.3 3.9 － 3.6 3.1 2006年
  民間投資 同上 5.4 7.1 － 6.1 6.6 － 3.7 4.2 平均 2.9
鉱工業生産 同上 3.0 2.1 － － － － － － 最大 3.1
消費者物価 同上 2.0 2.2 － 2.0 2.2 － 2.3 1.9 最小 2.7
失業率 ％ 8.1 6.8 6.6 6.4 6.3 6.6 6.2 6.3
経常収支 億米ドル 262 － 432.0 255.0 － 461.0 254.0 2007年

(ＧＤＰ比) ％ (2.3) － 3.3 2.0 － 3.3 1.9 平均 2.6
財政収支 億米ドル 109.1 － － － － － － 最大 2.8

(ＧＤＰ比,年度) ％ (1.0) － 2.2 1.1 － 1.8 1.0 最小 2.3
政府債務残高 億米ドル 5,797 － － － － － －
(ＧＤＰ比,年度末) ％ (51.2) － － 38.7 － － 35.8

カナダの主要経済指標

民間機関

実質ＧＤＰ

（25社）

（備考）1. カナダ統計局。ただし鉱工業生産はＩＭＦ“International Financial Statistics”(2006年９月)、財政収支

           及び政府債務残高は“Fiscal Reference Tables”(2006年９月)、政府見通しはカナダ財務省“Budget
                       2006”(2006年５月)、国際機関の見通しはＯＥＣＤ“Economic Outlook ”(2006年５月）、ＩＭＦ“World
　　　　　 Economic Outlook”（2006年９月）による。
　　　　2．政府見通しの実質ＧＤＰは、政府が発表した民間機関見通しの平均。
　　　　3. ＯＥＣＤ、ＩＭＦ見通しの民間投資は、総固定資本形成。また、財政収支、政府債務残高は暦年。
　　　　4．政府債務残高の実績値は中央政府のグロス値、見通しのＩＭＦは一般政府のネット値。

 

＜2007年の経済見通し＞ 

 2007年は２％台後半から３％程度の比較的堅調な成長が見込まれる（ＩＭＦ見通し3.0％（06

年９月）、民間機関25社の平均2.6％（06年10月時点））。 

成長を支える要因としては、個人消費や設備投資はやや鈍化するものの堅調に推移するとみ

られるほか、徐々に輸出が改善すると見込まれることが挙げられる。 

下方リスクとして、カナダ・ドルの過度の増価や最大の貿易相手国であるアメリカの景気が

急減速した場合における輸出減少の影響等が挙げられる。 

 

＜財政金融政策の動向＞ 

 カナダ政府は1994年度から本格的な財政再建に取り組んでおり、97年度以降財政収支は９年

連続で黒字となっている。また、95年度に68.4％とピークだった純債務残高のＧＤＰ比率は、

05年度には35.1％に減少している。カナダ政府は04年度予算案から、14年度までに純債務残高

をＧＤＰ比25％にするという目標を掲げており、それは06年度予算案においても継承されてい

る。 

カナダ中央銀行は、05年９月以降、７回連続で利上げを実施してきたが、06年７月の金融政

策会合で１年ぶりにオーバーナイト政策金利を4.25％に据え置くことを決定した。この背景と

しては、カナダ中央銀行は７月の政策決定後の声明の中で、「現在の政策金利水準は中期的なイ

ンフレ目標達成に整合的であると現時点では判断される」と述べている。以後、９月、10月の

金融政策会合においても金利の据え置きが決定されており、物価は最終的には金融政策目標で

ある２％に落ち着くものとみられている。 

 また、今後の物価変動リスクとして、家計支出の力強さや住宅価格の動向による上振れリス

クとアメリカの予想以上の景気減速による下振れリスクを指摘している。 
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